
学校番号 ３０１３ 

令和３年度 公民科 

 

教科 公民 科目 政治・経済 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高校政治・経済 新訂版」（実教出版） 

副教材等 「政治・経済資料 2021」（とうほう） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・政治・経済上の語句やデータは教科書や資料集を活用して、できるだけ自分で調べて考察するこ

とを求めます。その上で現代の社会問題に対する関心を高め、いかに生きるかを主体的に考察して

もらいたいと思います。 

・新聞を読んだり、ニュースを見たりする習慣を身につけ、政治参加の重要性と民主社会において

自ら生きる倫理についての自覚を深めてもらいたいと思います。 

・地理歴史の科目や本校での「総合的な学習の時間」で学んだことを活かしつつ、地理的視点や歴

史的視点を合わせた上で、政治・経済上の観点から国際社会における日本の果たすべき役割や自ら

の生き方について考察してもらいたいと思います。 

 

２ 学習の到達目標 

・政治のしくみや経済のしくみを深く理解し、民主主義の本質を理解するとともに、実生活とのつ

ながりに気づく。 

・現代の社会問題、国際関係について主体的に考察し、広い視野から公正に判断する力を養う。 

・良識ある公民として必要な能力と態度を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

政治や経済にかかわ

る事柄に対する関心

を高め、意欲的に課題

を追究するとともに、

平和で民主的なより

よい社会の実現に向

けて参加、協力する態

度を身に付け、人間と

してのあり方生き方

についての自覚を深

めようとする。 

政治や経済と人間に

かかわる事柄から課

題を見いだし、社会的

事象の本質や人間の

存在及び価値などに

ついて広い視野に立

って多面的・多角的に

考察し、社会の変化や

様々な考え方を踏ま

え公正に判断して、そ

の過程や結果を適切

に表現している。 

政治や経済と私たち

の実生活にかかわる

事柄に関する諸資料

を収集し、有用な情

報を適切に選択し

て、効果的に活用し

ている。 

政治や経済の諸事象

と人間としてのあり

方生き方とにかかわ

る基本的な事柄を理

解し、その知識を身

に付けている。 

評
価
方
法 

提出課題 

定期考査 

授業態度 

提出課題 

定期考査 

授業態度 

提出課題 

定期考査 

授業態度 

提出課題 

定期考査 

授業態度 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

民
主
政
治
の
基
本
原
理 

・政治と法 

・民主政治の原理と発展 

・世界の政治体制 

・民主政治の混迷と課題 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:民主政治が私たちの生

活とかかわっており，民

主社会に主体的に生き

る人間のあり方生き方

について思索を深める。 

b:民主政治における国家

と個人のあり方を考察

する。 

c:史料等を活用し、近代民

主政治を確立した学説

や理論などの確認を行

う。 

d:政治と法の規範を理解

する。また、各国の政治

体制の特色を理解する。 

以下の内

容で abcd

の各項目

を総合的

に評価し

ていく。 

 

提出課題 

定期考査 

授業態度 

 

日
本
国
憲
法
の
基
本
的
性
格 

・日本国憲法の成立 

・平和主義 

・基本的人権の保障 

・人権のひろがり 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

a:日本国憲法の成立過程

の歴史的経緯と平和主

義の意義について考察

する。 

b:日本の安全保障や基地

問題を考察するととも

に、人権問題に関するさ

まざま判例を参考にさ

まざまな視点に立ち考

察を深める。また、時代

の変遷とともに出現し

た新しい人権の意義と

そのあり方について考

察する。 

c:政府の憲法解釈の変遷

過程を歴史的経緯の中

で考察し、また、憲法で

保障されている基本的

人権がどのような形で

具体的に適用されてい

るのかを調べる。 

d:日本国憲法の成立の経

緯について理解し、平和

主義の理念と日本国憲

法で保障されている権

利の内容を理解する。 

以下の内

容で abcd

の各項目

を総合的

に評価し

ていく。 

 

提出課題 

定期考査 

授業態度 



 

日
本
の
政
治
機
構 

・立法・行政・司法・地方自

治 

○ ○  ○ a:日本の立法・行政・司法

および地方自治について

学習する。 

b:日本の政治制度のそれぞ

れの課題について考察す

る。 

d:日本の政治制度のしくみ

について、公民的視点か

ら理解を深める。 

以下の内

容で abcd

の各項目

を総合的

に評価し

ていく。 

 

提出課題 

定期考査 

授業態度 

 

現
代
日
本
の
政
治 

・戦後政治の歩み 

・選挙制度と政党 

・政治参加と世論 

○  

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:現代の日本の政治制度を

戦前の政治制度と比較し

ながら考察を深める。 

b:選挙権年齢の引き下げの

意義と理解し、公民とし

ての政治への関心を高め

る。 

c:選挙制度のしくみを理解

し、それぞれの制度がも

つ長所や短所が説明でき

るよう考察を深める。 

d:日本の政党政治の歩みと

その特色について学習

し、さまざまな課題につ

いても理解を深める。 

以下の内

容で abcd

の各項目

を総合的

に評価し

ていく。 

 

提出課題 

定期考査 

授業態度 

 

現
代
の
国
際
政
治 

・国際政治の特質と国際法 

・国際連合と国際協力 

・現代国際政治の動向 

・核兵器と軍縮 

・人種・民族問題 

・国際政治と日本 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

a:国際政治と日本そして

私たち一人ひとりの関

係について考察する。 

b:国際連盟・国際連合の組

織と役割が理解でき，国

連の現状と課題につい

て考察する。また、国際

政治上のさまざまな課

題について考察する。 

c:国際社会の中で平和主

義を掲げる日本の役割

が認識でき，国際問題に

ついて自分なりの意見

を持ち，他者にも説明で

きるようになる。 

d:冷戦の成立とその終結

後の国際政治の流れを

理解する。また、核軍拡

から核軍縮への流れを

理解する。 

以下の内

容で abcd

の各項目

を総合的

に評価し

ていく。 

 

提出課題 

定期考査 

授業態度 



後
期 

経
済
社
会
の
変
容 

・資本主義経済の発展 

・グローバル化と現代資本

主義経済 

○ 

○ 

○  

○ 

○ 

○ 

a・ｂ:資本主義経済の変遷

を学び、経済のグローバ

ル化と資本主義経済のあ

り方について考察する。 

ｃ・d:歴史的な変遷の中か

ら時代ごとの経済理論に

ついて学習する。 

以下の内

容で abcd

の各項目

を総合的

に評価し

ていく。 

 

提出課題 

定期考査 

授業態度 

現
代
経
済
の
し
く
み 

・市場経済 

・現代の企業 

・国民所得と経済成長 

・金融のしくみ 

・財政のしくみ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:現代の企業の特徴を学習

し、経済統計の指標など

について学習する。 

b:現代の企業の CSR につい

て考察を深め、今日の財

政上の課題について考察

する。 

c:市場経済の原理、金融の

しくみについて、資料を

活用して理解を深める。 

d:現代経済のしくみについ

て、基本原理を理解し、

今日的課題について考察

を深める。 

以下の内

容で abcd

の各項目

を総合的

に評価し

ていく。 

 

提出課題 

定期考査 

授業態度 

現
代
経
済
と
福
祉
の
向
上 

・日本経済の歩み 

・日本の中小企業と農業 

・国民の暮らし 

・環境保全と公害防止 

・労使関係と労働条件の改

善 

・社会保障の役割 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:戦後の日本経済の歩みを

振り返り、現代の日本経

済の諸課題を考察する。 

b:日本の農業の現状、消費

者問題、環境問題、労働

問題などを考察し、解決

策について探究してい

く。 

c:日本経済のさまざまなデ

ータを整理し、それぞれ

の特徴をつかむ。 

d:戦後日本経済の変遷を学

び、日本経済の諸課題に

ついての理解を深める。 

以下の内

容で abcd

の各項目

を総合的

に評価し

ていく。 

 

提出課題 

定期考査 

授業態度 



世
界
経
済
と
日
本 

・商品・資本の流れと国

際収支 

・国際経済体制の変化 

・金融のグローバル化と

世界金融危機 

・地域経済統合と新興国

の台頭 

・経済協力と人間開発の

課題 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a.国際社会について自分

なりの展望を持ち、発展

途上国の現状を知り，貧

困や飢餓などの克服の

ために自らがどのよう

なことができるかを考

察する。 

b.外国為替相場など市場

の動向を理解し，為替相

場の変動が経済にどの

ような影響を与えるの

か考察する。 

c.外務省や国連のホーム

ページなどを参照し，国

際社会や各国の課題を

知る。 

d.国際経済の観点から主

体的に国際社会の課題

を考察する。 

以下の内

容で abcd

の各項目

を総合的

に評価し

ていく。 

 

提出課題 

定期考査 

授業態度 

現
代
社
会
の
諸
問
題 

・政治・経済上のテーマ別

学習 

○ ○ ○ ○ a:政治・経済上のテーマを

通して、さまざまな課題

について関心を高める。 

b:それぞれの課題とその解

決に向けた探究を行う。 

c:日本や国際社会の諸課題

の論点を整理し、探究の

ためのデータを活用す

る。 

ｄ：各テーマごとの課題を

正しく捉え、その解決と

新たな課題について理解

を深める。 

以下の内

容で abcd

の各項目

を総合的

に評価し

ていく。 

 

提出課題 

定期考査 

授業態度 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 


